
為替週間展望＝ドル円は１０７円台を中心とする推移か

　　　　　　　　　　［７月６日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    6 月 29 日～ 7 月 3 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  107.17   108.16( 1)    107.04(29)    107.53   +0.31

ユーロ・ドル  1.1223   1.1303( 2)    1.1185( 1)    1.1237   +0.0018

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    22,306.48     -205.60     日本10年債利回り   0.028   +0.016

ダウ平均株価    25,827.36     +811.81     米10年債利回り     0.669   +0.028

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

６日　　独５月製造業受注指数

　　　　ユーロ圏５月小売売上高指数

　　　　米６月ＩＳＭ非製造業景況指数

７日　　日本５月勤労者世帯家計調査

　　　　豪中銀（ＲＢＡ）政策金利

　　　　日本５月景気動向指数速報値

　　　　独５月鉱工業生産指数

　　　　カナダ６月Ｉｖｅｙ購買部協会指数

８日　　日本５月経常収支、日本５月貿易収支

　　　　スイス６月雇用統計

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

９日　　日本５月機械受注高

　　　　中国６月消費者物価指数、中国６月生産者物価指数

　　　　独５月貿易収支、独５月経常収支

　　　　米新規失業保険申請件数

１０日　米６月生産者物価指数

　　　　カナダ６月雇用統計

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】景気回復への期待感と感染拡大第２波への警戒感のせめぎあいが続

くとみられ、ドル円はドル買いと円買いの動きが交錯する中、１０６～１０７円台を中

心とした推移が続くとした。ユーロドルは方向感が出にくく、もみ合いが続くとした。

　　　　

【景気は回復傾向も、新型コロナウイルスの感染拡大続く】

　世界的な新型コロナウイルスの感染拡大は収束するどころか増加傾向が続いている。

世界の感染者数は１０７０万人を超えてきており、死者は５１万人超に達している。感

染者数の多さは米国が２７１万人超、ブラジルが１４４万人超、ロシア、インドと続い

ている。国内でも経済活動が徐々に再開されたことで新規感染者数は増加傾向にある。

国内では感染者数の増加により、非常事態宣言が再度出されるのではないかとの思惑も

あり、株価の重石となっている。

　　

　一方で、米国の経済指標は改善傾向にある。６月２９日発表の５月の米中古住宅販売

成約指数は前月比４４．３％増となり、前回の２１．８％減からプラス転換して、事前

予想の１９．３％増を大きく上回った。６月３０日のシカゴ購買部協会景気指数は３

６．６となり、予想の４５．０は下回ったものの、前月の３２．３から改善した。

　　

　中国の経済指標では、６月３０日発表の６月の中国購買担当者景気指数（ＰＭＩ）は
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製造業、非製造業ともに予想から上振れしている。さらに７月１日発表の６月の財新製

造業ＰＭＩ、７月３日発表の財新サービス業ＰＭＩも予想を上回り、景気回復への期待

感が高まっている。

　　

　１日発表の６月の米ＡＤＰ雇用統計では、前月比２３６．９万人増と事前予想の２９

０．０万人増を下回ったものの、前回分が２７６．０万人減から３０６．５万人増に上

方修正された。同日発表された６月の米ＩＳＭ製造業景況指数は５２．６と好不況の境

目とされる５０を上回り、事前予想の４９．７や前回の４３．１を上回った。

　　

　２日発表の６月の米雇用統計では、６月の米雇用統計で非農業部門雇用者数が４８０

万人増となり、事前予想の２９０万人増を大きく上回った。失業率は１１．１％ととな

り、事前予想の１２．５％や前回の１３．３％を下回った。こうした米中の経済指標の

改善は、各国の株価の下支え要因となっている。

　　

　１日（日本時間２日の午前３時）に６月６～１０日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭ

Ｃ）議事要旨が発表された。注目のイールドカーブコントロール（ＹＣＣ）について

は、その効果を疑問視する意見が出るなど、さらに分析が必要との見解で一致していた

ことが明らかとなった。ＹＣＣに関してＦＲＢは現段階では消極的と見られており、そ

の見方を踏襲する内容となった。当面はゼロ金利政策が続くとの見通しに影響を与える

内容ではなかったことで、市場への影響は限定的だった。

　　

　これまでのように市場では景気回復への期待感と感染の再拡大への警戒感のせめぎあ

いが続くとみられる。新型コロナウイルスの感染者数の世界的な増加傾向は続いてお

り、米国の一部の都市では再度のロックダウン（都市封鎖）などの実施が警戒されてい

る。ワクチン開発への期待感も高まっているが、実用化されるまでにはまだかなりの時

間を要するとみられる。

　　

　ドル円は６月２９日の１０７円近辺から７月１日には１０８円超まで上昇を見せた。

その後は上昇の反動で軟化している。今後は米経済指標や米国株の動向、新型コロナウ

イルス関連の報道に左右されつつも、一方向の動きに傾きにくい展開が見込まれる。そ

うした中、１０７円台を中心とする推移が続くこととなりそうだ。ドル円の目先の予想

レンジは、１０６．００～１０８．５０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、６日に米６月ＩＳＭ非製造業景況指数、

７日に日本５月勤労者世帯家計調査、日本５月景気動向指数速報値、８日に日本５月経

常収支、日本５月貿易収支、米ＭＢＡ住宅ローン申請件数、９日に日本５月機械受注

高、米新規失業保険申請件数、１０日に米６月生産者物価指数、カナダ６月雇用統計な

どがある。

　　

【ユーロドルはレンジ相場が継続か】

　７５００億ユーロ規模のコロナ危機からの欧州連合（ＥＵ）復興基金が合意に向けて

どう動き出すかが注目される。７月１７～１８日にブリュッセルで欧州特別委員会（首

脳会議）が開催される。その前に９日にユーロ圏財務相会合（ユーログループ）、１０

日にＥＵ財務相理事会が予定されている。首脳会議に向けて、その前段階で一定の合意

を得られた場合はユーロの上昇につながりそうだが、まとまらないようならユーロは上

値を抑えられそうだ。

　　

　ユーロドルは６月１９日の安値１．１１６８と６月２３日の高値１．１３４９の間で

のもみ合いに終始している。ユーロドルは１．１２ドル近辺では底堅い動きを見せてお

り、２日には１．１３ドル台に乗せた。ただ、１．１３ドル台では上値を抑えられてい

る。２日の米雇用統計の後はドル買いに傾いたものの、大きな崩れには至らずにもみ合

いとなった。ユーロドルはＥＵ復興基金の合意への動きなどに左右されるとみられる

が、明確なトレンドが出にくく、レンジ相場が継続するとみられる。ユーロドルの目先

の予想レンジは、１．１１００～１．１４００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、６日に独５月製造業受注指数、ユーロ圏５

月小売売上高指数、７日に豪中銀（ＲＢＡ）政策金利、独５月鉱工業生産指数、カナダ

６月ＩＶＥＹ購買部協会指数、８日にスイス６月雇用統計、９日に中国６月消費者物価



指数、中国６月生産者物価指数、独５月貿易収支、独５月経常収支、１０日にカナダ６

月雇用統計などがある。
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